10.3府民大集会宣伝流し原稿　　０７・９

　市民の皆さん、安保破棄実行委員会と国民大運動実行委員会です。

　「テロ対策特別措置法」の延長に、「職を賭して」と言っていた安倍首相が、突然、辞任を表明しました。

　臨時国会が始まって所信表明した２日後の政権投げ出しは、全く無責任の極みです。

　アメリカ言いなりに、海外派兵の拡大や、憲法を変え、日本を「戦争する国」につくり変える国民不在の政治の結果です。このことは大企業には手厚く、国民には弱いものいじめの悪政を押し付ける自民、公明政治の行き詰まりを示すものではないでしょうか。

　安倍首相は新しい総理大臣にテロ特措法の延長をゆだねると言いました。

　国連の承諾もなしにアメリカが勝手に始めたアフガンへの報復戦争、この６年間で何の罪もないアフガン国民の多くの命が奪われ、国土が荒廃しました。テロはなくなるどころか、アフガンでもイラクでもますます世界各地に広がっています。

　「戦争でテロはなくせない」ことはもうはっきりしています。

　アメリカの無法なアフガンやイラクに対する攻撃に、自衛隊が手を貸す、アメリカの軍艦に燃料を補給したり、米軍の輸送にあたる、これがテロ特措法やイラク特措法です。

　　憲法違反の戦争参加、海外派兵の継続に反対する声を広げて、テロ特措法の延長を何としてもストップしようではありませんか。参議院で野党が多数となり、政治の流れを変える条件が大きくなりました。

　私たちは、この１０月３日、夜、扇町公園で、テロ特阻法の延長を阻止し、この大阪から政治を変えていく決意を込めて「緊急府民大集会」を開催します。くらしや、平和がたいせつにされる政治を願われるみなさん、どなたでも参加できます。ぜひ、誘いあってご参加ください。

